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   トラスト、ブランド・ロイヤルティの関連性について」スポーツ産学研究, Vol26, 



































                                                   























































































































































                                                   






























SPA（製造小売/ Specialty store retailer of Private label Apparel） 
本研究の趣旨は、スニーカー購買における既存スポーツ用品企業（ナイキやアディダス













など）とカジュアル SPA 企業（ユニクロ、GU、ZARA、H&M など）の製品に対する消
費者態度の比較を企図しているが、SPA に対比する言葉として、既存スポーツ用品企業側
をナショナル・ブランド（NB）と呼ぶこととする。 







































る ABC マートが 1990年代に商標権を取得、国内独占販売を行っている。よってヴァンズ
は ABC マートのプライベート・ブランド扱いになってしまい「スポーツシューズビジネ




























































































































カジュアル SPA 企業ブランド 








カー販売を店頭だけでなく、自社の EC サイト上でも行っており、その事実が WEB 上で
確認ができる企業」とした。 


























































































































































































示すとおりであり、ナショナル・ブランドと SPA 双方への質問項目に関しては T 検定を実
施し、すべて 0.1％水準で有意であることを確認している。「購入意向」項目の平均値を確
認すると、ナショナル・ブランドに対する購入意向平均が 3.33、SPA に対する購入意向が






観測変数名 項目 Mean SD Mean SD t value
ブランドからスポーツが連想される 4.11 .59 2.17 .73 67.84 ***
ブランドからスニーカーが連想される 4.11 .72 2.00 .84 53.26 ***
ブランドのスニーカーとしての機能・品質面は信頼できる 4.11 .56 3.00 .79 43.37 ***
ブランドのスニーカーとしてのデザイン・オリジナリティは高い 3.89 .57 3.00 .68 37.99 ***










観測変数名 項目 Mean SD Mean SD t value
購買意向 今後（も）購入する 3.33 .74 2.17 .84 35.16 ***








































 上記からさらに、本研究で設定した仮説概念モデル図を検証するために、IBM Amos 25.0
を使用し共分散構造分析を行った。共分散構造分析に関しては、ナショナル・ブランドに
対する結果と SPA に対する結果それぞれに分析を試みた。図表７にはナショナル・ブラン

























































































































































































































































＜図表 10＞ 知覚品質に関する回答の単純集計グラフ（ナイキ） 
 
 
＜図表 11＞ 知覚品質に関する回答の単純集計グラフ（ユニクロ） 
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